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　角田正喬は、名古屋電灯が東邦電力・大同電力へと転換する過

程において、福沢桃介・松永安左エ門の２人の経営者に仕え補佐

した電力人である。角田正喬

は、明治10年10月、角田徳太

郎の長男として群馬県に生ま

れた。幼少より俊英で、慶応

義塾理財科へ進み明治36年に

卒業した。大学卒業後、日本

綿花（後の日綿実業、現双日

㈱）に入り上海支店に勤務し

た。日本綿

花は内地の

綿花だけで

は原料綿が

不足するな

か、外国綿の直輸入を目的に明治25年に設立

された。角田は明治36年に新設された上海支

店の業務に携わり、中国事業の拡大と多角経

営を軌道に乗せた。

　上海支店で６年勤務した後、明治43年９月、

角田は九州電気へと移籍した。九州電気は広

滝水力電気の後身会社として明治43年９月に

設立され、福沢桃介・松永安左エ門が取締役

中部の エネルギー
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　大正２年２月、名古屋電灯の支配人へと転

じた。九州電灯鉄道での支配人は１年に満た

ない期間であった。福沢桃介は、明治43年

から名古屋電灯に関わっていたが、大正２年

１月から経営立て直しを託された。このとき

経営体制の一新をはかり、九州で実績を挙げ

ていた38歳の角田正喬を抜擢したのである。

当時名古屋電灯の幹部は、地元出身者が固め

ていたが、角田は福沢の精神を汲み、福沢の

腹心として実務を取り仕切った。福沢が招き

入れたもう１人の協力者、下出民義（愛知石

炭商会）が専ら対外活動にあたったのに対し、

実務に明るい角田は社内改革に取り組み、経

営立て直しを成功させた。大正６年12月に

取締役（大正８年３月まで支配人兼務）となり、

同８年10月には常務取締役へと累進してい

る。

　角田の名古屋電灯の経営改革については

『名古屋電灯株式会社史』が詳しい。すなわち、

①供給電灯数を整理し、収支計算の基礎を確

立した（従来営業部と技術部で電灯数に大き

な隔たりがあった）、②集金人の給与を取立

戸数の歩合制への変更、徴収金の銀行振込制

度（従来は会社に持参）を実施し、売掛金未収

額の削減をはかった、③不要不急の在庫品の

整理を断行し経費の節減をはかった、④高燭

力電灯の普及促進、市内営業体制の再編（４

営業所制）により、販売力の強化をはかった。

大正２年９月が名古屋電灯創立25周年に当

たることから、販路拡張の大キャンペーンを

展開し、１ヶ月間に１万2900灯、下期全体

で３万5000灯の増灯を見た。

　その後第１次大戦ブームの中、福沢は木曽

川の水力開発に取り組んだ。大正７年９月、

木曽川開発と電気製鉄の事業化を目的に、木

曽電気製鉄が設立されると、角田は取締役と

なり、木曽電気興業、大同電力へと事業が拡

大するなかで取締役を続け、昭和４年12月

に辞している。

名古屋電灯の改革

を務める会社である。角田は、支配人田中徳

次郎のもとで支配人代理となり、実務経験を

積み、さらに博多電灯軌道と合併して九州電

灯鉄道が設立されると、支配人に就任した。

名古屋電灯25周年記念広告
（出典：『名古屋新聞』大正２年９月26日）

名古屋電灯本社
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　大正10年10月、名古屋電灯が関西水力電

気と合併して関西電気となると、角田は常務

取締役に就任し、さらに同社が九州電灯鉄道

と合併して東邦電力になると、松永安左エ門

の下で常務を務めた。東邦電力へと改称する

直前、大正10年11月から翌年５月まで、欧

米諸国を歴訪した。東邦電力では有能な幹部

役職員を海外の視察・調査に派遣したが、そ

の第１号が角田であった。

　帰国した角田は、大正11年７月新設の調

東邦電力での活躍
査部の部長に就任する。調査部は、「調査研

究に裏打ちされた科学性・合理性の追求」を

担う東邦電力の戦略部門で、前身の臨時調査

部時代は、松永安左エ門（副社長）が部長を務

めていた。角田の進めた超電力連系に関する

調査は後の松永の電力構想の基礎となるもの

であった。

　東邦電力は、関東大震災（大正12年９月）

で被害を受けた早川電力の経営を引き受け、

角田も取締役に就任した。同社は、その後群

馬電力と合併して東京電力となり、東京市場

への進出を目指すが、角田は引続き取締役を

務めている。また、早川電力が所有していた

矢作川水利権を基礎として三河水力電気電気

（越戸発電所を建設）が設立されると、取締役

に就いている（昭和２年５月まで）。

　福沢桃介が財界活動から身を引くと（昭和

３年６月）、角田も第一線の活動から退いて

いく。昭和４年12月には、大同電力の取締

役を、また同月東邦電力の常務取締役を退き、

その後11年12月まで同社監査役を務めた（そ

の後の活動は不明である）。

　角田は事業経営のトップに立つことはなく、

福沢、松永の補佐に徹した電力人であり、経

理に長じ、職務に忠実で、責任感が強い人物

だった。『電華（66号）』（昭和２年４月）には

角田常務の新入社員に対する訓辞が掲載され

ている。その中で角田は「高き理想と強気意

志をもって職務に当たれ」「電気事業は利益

をあげるだけでなく、公益を念として事業に

あたらねばならない」「フレッシュな頭で事

業改革を進めてほしい」と語っているが、こ

れは角田自らの信条でもあったのであろう。

　（浅野 伸一）

東邦電力名古屋支店社屋
（出典：『東邦電力史』昭和37年）

角田正喬「欧米諸国を周訪して」
（出典：『電華（12号）』大正11年９月）


